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はじめに 

 

平成 21 年（2009 年）3月、特別支援学校の学習指導要領が改訂されました。改訂された

新学習指導要領は、社会の変化や幼児児童生徒の障害の重度・重複化、多様化などに対応

し、障害のある子ども一人一人の教育的ニーズに応じた適切な教育や必要な支援を充実す

るという観点から改善が図られています。 

特別支援学校の教育課程については、これまでも多様化する障害種等の状態に応じた対

応が進められてきていますが、新学習指導要領を踏まえた編成にあたっては、障害種や障

害の程度等へのきめ細やかな対応や授業時間数の柔軟な対応等のさまざまな面でのより一

層の工夫や配慮が必要となります。加えて、特別支援学校の学習指導要領は、小中学校の

特別支援学級や通級による指導において、特別の教育課程を編成する際に参考にすること

とされていることから、その影響は大きいと考えます。 

一方、本研究所においては、「特別支援教育における教育課程の在り方に関する研究」（平

成 20～21 年度）、「特別支援教育における教育課程の編成・実施の推進にむけた実際的研究」

（平成 18 年度）、「21 世紀の特殊教育に対応した教育課程の望ましいあり方に関する基礎

的研究」（平成 13～15 年度）と、特別支援学校の教育課程に関する研究を継続して行って

きました。その結果、教育課程に関する種々の基礎的・実際的データの蓄積がなされてい

ます。しかし、全国の特別支援学校に対して、教育課程の全般的な現状と課題の把握を質

問紙調査で行うという様式の研究はなされてきませんでした。 

さらに、今回示された特別支援学校の新学習指導要領は、特殊教育から特別支援教育、

盲聾養護学校から特別支援学校への転換後の最初のものであり、今後の特別支援学校のさ

らなる充実発展に向けて、現時点での現状と課題を全国的に把握しておくことは、非常に

重要なことであると考えました。 

このような観点から本研究では、今回の学習指導要領改訂に関連して、幼児児童生徒の

実態を踏まえた教育課程の編成、授業時数や単位時間への柔軟な対応、自立活動の編成、

個別の指導計画や個別の教育支援計画との連続性や関係性、交流及び共同学習に係わる教

育課程上の位置づけ等について移行措置の時期である平成 22 年度における状況を質問紙

調査により把握しさらに、平成 23 年度にかけて、研究協力校における実践を通して、その

望ましい在り方について考究することとしました。 

 本研究により、新学習指導要領の各学校での実施状況を把握することができ、それを踏

まえた今後の施策立案に向けての基礎的な資料となることを目指しましたが、さらに、各

学校におかれましては、特別支援教育を充実させるための教育課程の編成とその実施の際

の参考として、本研究の結果を参考にしていただければ幸いです。 

 （なお、その際には、質問紙調査の単純集計結果をまとめた速報版も併せて参照いただければ幸いで

す。速報版につきましては、平成 23 年 6 月に開催されました全国特別支援学校長会の総会の折に各学

校に配布するとともに、研究所 Web サイトに全頁を掲載しております。 

http://www.nise.go.jp/cms/resources/content/408/kyouikukateihensei_sokuhou.pdf  

 

                平成 24 年 3 月 

                研究代表者 教育情報部上席総括研究員 柘植 雅義 
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10 13
23  
 

(1)  (2004a) 13 15 21
 

(2)  (2004b) 12 15
  -

 
(3)  (2006) 18

  
-  

(4)  (2010) 20 21
  

-  
 

 

Web  
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1263169.htm 

 

 
 

 (2004a) 21

21

21
 
2001 13

2002 14
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67.8
 

 (2004b)

 
 (2006)

Q&A  
 (2010)

 
 

, 
2010 , 2006

 
 

 
 

 (2004a) 13 15 21
 

http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankobutsu/pub_c/c-44.html#02 
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 (2004b) 12 15
  -

 
http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankobutsu/pub_c/c-42.html 
http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankobutsu/pub_c/c-46.html 

 (2006) 18
  

-  
http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankobutsu/pub_c/c-66/c-66_all.pdf 

 (2010) 20 21
  
-  

http://www.nise.go.jp/cms/resources/content/403/c-80.pdf 
 (2010) 

, 47(6), 483-494  
(2006) 

, 44(3), 165-178  
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1,045 849

73 108 13 533
63 251 30 113 13

 
 

849 193
114 59 1-2-1

 
 

       
  114 59 

 42 22 
  37 19 

 

 
849 712 146

21 1,820 1 13
472 26  

849 799 718
90 15,840 1 4
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11,850 1 3

1-2-2  
 

      
 0 0 196 342 53 591( ) 

 0 0 120 187 239 546( ) 
 

849 778 697
90 14,065 1 4

7,037 1
 

167
1-2-3  

 

      
 0 2 132 176 27 337( ) 

 6 0 181 120 182 489( ) 
 

849 623
609 98 29,646 1

6 7,714 1
3 141

1-2-4  
 

      
 1 4 150 150 25 330( ) 

 0 0 345 187 148 680( ) 
 

849 448
117 26 4,464 1 6

478 1 3
7
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849 524
74 14 1,566

 

 
 

819 54,496 1 67
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第３節 教育課程編成 

 

（１）教育課程編成に関する検討 

①教育課程編成に関する検討部署 

回答校 849 校のうち（複数回答）、「教育課程の編成のための組織を設置している」

が 462 校（54％）、「教務部が中心となっている」は 354 校（42％）であり、教育課程

の編成のための組織を設置している学校が約半数であった。「その他」としては、「各

学部」が多くを占め、「学習指導部」、「教育課程研修部」、「研究部」等の分掌部で検討

を行っている記述があった。また、「研究研修委員会」、「企画委員会」、「経営会議」と

いった委員会組織で行っている記述もあった。 

 

②教育課程の検討の参画者 

回答校 849 校のうち（複数回答）、「教務主任」が 796 校（94％）、「管理職」が 731

校（86％）、「学部主任」が 723校（85％）参画していることが示された。 

「その他」としては、「進路指導主事」、「全員」、「地域支援部長」、「特別支援教育コ

ーディネーター」、「自立活動主任」、「学年主任」、「教科主任」、「保健主事」、「生徒指

導主事」、「類型別部会の代表」、「訪問部主任」「主幹教諭」、「養護教諭」、「分掌課長」、

「職業科の代表」、「運営委員会委員」等が挙げられた。 

 

 ③教育課程の検討内容 

回答校 849 校のうち（複数回答）、「授業時数の検討、評価」が 747 校（88％）、「時

程の検討、評価」が 638 校（75％）、「学校行事の検討」が 558 校（66％）、「教育目標

の検討・評価」が 551 校（65％）、「教育課程の類型にかかわる検討」が 492 校（58％）

であった（表 1-3-1）。 

「その他」としては、「個別の指導計画と個別の教育支援計画の整合性と関連づけ」、

「道徳・自立活動の全体計画作成」、「内容表の作成」、「学習グループの編成」、「授業

改善に関する保護者アンケート」、「小中高等部一貫した教育課程」、「グループ編成」、

「知的障害児の自立活動」、「選択科目の検討評価」、「コース制度」、「交流及び共同学

習」、「総合的な学習の時間」、「単元の配列」、「キャリア教育」、「教室配置」、「学校評

価」等が挙げられた。 

 

表 1-3-1 教育課程の検討内容（複数回答）          N=851   

 検討内容 

 

回答数 ％ 

1 教育目標の検討、評価   551 65 

2 授業時数の検討、評価   747 88 

3 時程の検討、評価   638 75 

4 学校行事の検討   558 66 

5 教育課程の類型にかかわる検討 492 58 

6 その他   91 11 
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( ) 30  35  40  45  50  60  
20
45  

30
45 

40
50 

 11 2 34 46 2 19 1 1 1 
 

( ) 20  30  35  40 45 50 30 55 60 
 1 8 11 179 527 5 1 2 

 

( ) 30 35 40 45 50 30 50 40 45 45 50 90 
 4 7 124 167 419 1 1 1 1 

 

( ) 25 40 30 35 40 45 50 60 70 75 
 1 3 7 90 160 440 3 1 1 

 

( ) 40 45 50 60  110 
 1 2 84 1 1 
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「どのような内容を」については、「前年度との変更された内容」に焦点を当てた説

明を行う学校が多かった。指導内容を説明する際には、「時間割や日課表」と「年間行

事計画」を示す学校が多かった。少数ではあるが、新学習指導要領の内容を説明した

学校もあった。 

 

（７）教育課程を編成するに当たって、特に重視している課題 

回答校 848 校のうち、教育課程を編成するに当たって、特に重視している課題（３

つ選択）としては、「発達段階に応じた指導内容の検討」が 687校（81％）、「重複障害

のある幼児児童生徒に対応した教育課程の編成」が 56％、「（幼稚部）、小学部、中学部、

高等部、（専攻科）における系統的な指導」が 460 校（54％）挙げられた。 

また、「校内におけるＰ－Ｄ－Ｃ－Ａサイクルの周知」が 205 校（24％）、「少人数化

に対応した教育課程の編成」が 160 校（19％）、「複数の障害種に対応した教育課程の

編成」が 137 校（16％）、「自閉症の幼児児童生徒に対応した教育課程の編成」が 136

校（16％）、「教育課程評価の内容」が 130 校（15％）、「（病弱教育を主とする特別支援

学校での）単位認定」が 27校（3％）であった（表 1-3-7）。 

 

表 1-3-7 教育課程を編成するに当たって、特に重視している課題（３つ選択） 

N=848          

重視している課題 回答数 ％ 

（幼稚部）、小学部、中学部、高等部、（専攻科）における

系統的な指導 
460 54 

発達段階に応じた指導内容の検討 687 81 

重複障害のある幼児児童生徒に対応した教育課程の編成 473 56 

複数の障害種に対応した教育課程の編成 137 16 

自閉症の幼児児童生徒に対応した教育課程の編成 136 16 

少人数化に対応した教育課程の編成 160 19 

教育課程評価の内容 130 15 

（病弱教育を主とする特別支援学校での）単位認定 27 3 

校内におけるＰ-Ｄ-Ｃ-Ａサイクルの周知 205 24 

その他 80 9 

 

「その他」としては、学力に関して、「基礎基準的な学力の定着」、「大学等、進学を

めざすための基礎学力の定着」、「学力伸長を促進する教育課程の編成」等が挙げられ

た。また、個に応じた指導に関して、「多様化していく生徒への対応」、「障害に応じた

指導内容」、「個別の教育的ニーズの的確な把握」、「具体的な個人目標の設定」、「生徒

の実態の多様化の対応」等が挙げられた。この他、キャリア教育や職業教育に関する

記述として、「卒業後の生徒の生活を見えた教育課程の編成」、「職業教育を推進するた

めの教育課程の編成」等が挙げられた。 
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2009  
2009  
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848

90 86 83
82 62 61

1-4-1  
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N=848 

 
実態把握の内容   回答数 割合（％） 

諸検査の結果  525 62 

 基本的生活習慣（日常生活動作） 731 86 

 習の状況（学力、認知等）   763 90 

 社会性、対人関係   692 82 

 コミュニケーション   701 83 

 興味・関心    521 61 

 その他    222 26 

 

（２）実態把握を行う時期 

 実態把握の時期は、回答校 848 校のうち「年度初め」が 82％で、年度初めに実施されて

いることが示された（表 1-4-2）。「その他」として、年度末の実施が多く、次いで、年２

回（前期、後期）、随時、入学相談時に実施している記述があった。また、少数であるが「３

年に１度」「年３回」実施しているという記述があった。 

N=848 

 回答数 割合（％）

年度初め 692 82 

学期ごと 186 22 

年１回 78 9 

学部がかわる時 102 12 

その他 162 19 

 

（３）実態把握による資料の活用について 

 第一義的な活用として「個別の指導計画の目標や指導内容の設定」以外に活用されてい

るのは、回答校 848 校のうち「引き継ぎの資料として（62%）」、「教材教具の作成に活かす

（21%）」、「学級編制の資料（17%）」、「集団指導と個別指導のバランスを考慮する資料（学

習集団の編制）（15%）」の順であった（表 1-4-3）。 

 

N=848 

 回答数 割合（％）

学級編制の資料としている 142 17 

指導目標や指導内容を設定するための資料としている 769 91 

集団指導と個別指導のバランスを考慮ための資料としている 126 15 

教材・教具の作成に活かしている 181 21 

教室環境の整備について考える資料としている 43 5 

引き継ぎ資料としている 526 62 

個別の指導計画に反映させている 735 87 

その他 16 2 

表 1-4-1 個別の指導計画作成のための実態把握の内容（複数回答）

表 1-4-2 実態把握を行う時期（複数回答）

表 1-4-3 実態把握による資料の活用（複数回答） 
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た」とする回答が 35％、「自立活動の指導が充実した」が 34％、「授業改善の取組が進んだ」

が 25％あった。適切な目標設定により、自立活動の指導を中心に授業改善につながってい

ることが推察された。自立活動の指導の充実については、その具体的な内容として「人間

関係の形成に関する指導」が重視されるようになった。合わせて、「キャリア教育」「職業

教育」の指導が重要視されていることが認められた（表 1-4-10）。 

 

 

 

N=664   未カテゴリ（47） 

カテゴリ（件数） 主なキーワード 

適切な目標設定(233)［35％］ 

例）「人間関係の形成」（自立活動）

を個別の指導計画のねらいや目

標にすることにより、各教科や教

科領域を合わせた指導等で関連

を意識した指導になってきてい

る。 

目標、目標設定、重点目標、長期目標、短期目標、

学校教育目標、個別の目標、目標達成 

自立活動の指導の充実 (225)

［34％］ 

自立活動、教育活動全体、集団活動、指導内容一覧、

自立活動指導計画 

授業改善の取組(167)［25％］ 授業、学習内容、学習指導案、教科学習、生活単元

学習 

人間関係の形成を重視した指導

(143)［22％］ 

人間関係、対人関係、集団参加 

職業教育の充実(123)［19％］ 職業教育、作業学習、現場実習、就業体験、校内実

習 

キャリア教育を重視した指導

(81)［12％］ 

キャリア教育、自立、キャリア発達 

交流及び共同学習の重視(79)

［12％］ 

交流、共同学習、学校間交流、居住地校交流、地域

交流 

教 育課程 全 体 の見直し (73)

［11％］ 

教育課程編成、研究、全体計画、年間計画 

進路指導の充実(22)［3％］ 進路学習、進路希望、体験学習 

 

②個別の指導計画において全ての各教科等について作成することの成果 

全ての各教科等において個別の指導計画を作成するメリットは、回答校 848 校のうち「個

に応じた手だてが設定できる（85%）」「個に応じたねらいが設定できる（85%）」であっ

た。約半数が、「複数担任制、教科担任制等による教員間の情報共有ができる」「個別の

指導計画と通知表の共通化を図ることができる」であった（表 1-4-11）。 

「その他」としては、「引継ぎ資料となる」「各教科等の関連について確認できる」「保護

者との連携」「指導のふりかえり、教師の自己の評価に有意義」等の記述があった。 

表 1-4-10 学習指導要領改訂のポイントで個別の指導計画の目標に反映された 

内容（自由記述) 
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第 5 節 自立活動 

 

（１）自立活動の教育課程上の位置付け 

今回の学習指導要領改訂のポイントのひとつに、「障害の重度・重複化、多様化への対

応」があり、発達障害を含む多様な障害に応じた指導を充実するため、自立活動の内容

の見直しが行われた。具体的には、新たに「人間関係の形成」という区分が設けられ、

「他者とのかかわりの基礎に関すること。」、「他者の意図や感情の理解に関すること。」、

「自己の理解と行動の調整に関すること。」、「集団への参加の基礎に関すること」の4項

目で整理された。「感覚や認知の特性への対応に関すること。」が「環境の把握」の区分

に追加された。従来の項目についても具体的な指導内容をイメージしやすくなるようい

くつかの項目において表現が工夫され、5区分22項目から6区分26項目に再整理された。 

また、自立活動の目標についても、学校教育法第72条の改正を踏まえて、「障害に基づ

く種々の困難」が「障害による学習上又は生活上の困難」と改められ以下のようになっ

た。 

【自立活動の目標】 

個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体

的に改善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の

調和的発達の基盤を培う。 

 

自立活動については、学校教育法第72条の後段に示されている「障害による学習上又

は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知識・技能を授ける」ことを担

う指導の中心であり、特別支援学校の教育課程において、特別に設けられた指導領域で

あり、障害の種類や程度にかかわらず指導されるものとして位置付けられている。 

 

（２）自立活動の時間の指導の設定 

回答校 842 校のうち 66％の学校において時間を設定して取り組んでおり、13％の学校

が時間を特設して行っていないことが示された（表 3-5-1）。 

「その他」では「重複学級、重度・重複学級において設定している」、「個に応じて設

定している」、「教育課程ごとに設定している」、「学部、学級ごとに設定している」、「全

教育活動を通じて行っている」等が挙げられた。 

 

表 3-5-1 自立活動の時間の設定（複数回答） N=842 

 

回答数 割合（％） 

設定している 558 66 

特に設定していない 112 13 

学部によって異なる 150 18 

部門によって異なる 73 9 

その他 96 11 
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80 43
 

85 40

 
30

60  
20

75  

20 70  
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117

 

 
 

146 87
145 85 30  

 
737 85

17 717 86
37  

 

10 12

PT OT  
 

 
 

151
95 33

 
749 97 40

 
739 94 35
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ては尋ねていない。このため、居住地校交流が年間何回実施されているのか、また、

長期に渡って継続的に実施されているものなのかについては把握しておらず、「実施あ

り」とする学校の中には単発的な活動が含まれている可能性がある。したがって、特

に実施の割合が 2005 年の調査よりも増加している居住地校交流の結果の読み取りに

は、上記の点に留意することが必要である。 

 学校間交流については、小学部及び中学部ともにすべての学校種で 9 割以上の児童

生徒が実施している（国立特殊教育総合研究所，2005）ことが報告されていたが、今

回の調査はそれよりも減少していることが示された。これには、居住地校交流に対す

る意識の高まりとその取組が増えつつあるためと考えられる。また、中学部以降にな

ると居住地校交流及び学校間交流の実施が減少傾向にあるのには、交流先の学習進度

に応じることや教科担任制であることで担当者間の連携の難しさがあるためと推測さ

れる。さらに、小学部では、遊びを中心とした活動を通して子ども達が関わり合うこ

とが可能であるが、中学部以降は思春期に伴う子ども同士の関係性や自己意識の変化、

交流先の生徒の進学への意識の高まり等によって小学部よりも実施が難しくなると考

えられる。 

 地域との交流は、居住地校交流や学校間交流と比べると実施の割合は知的障害と知

的・肢体を除くその他の障害種では半数に満たなかった（ただし、病弱の中学部は半

数以上が実施していた）。知的障害と知的・肢体の高等部では、活動内容として作業学

習に関する記述があったことから職業教育の一環として地域での活動が展開されてい

ると推測される。なお、地域との交流については、その活動内容を見ると季節行事や

サークル等の催しへの参加が主であった。このような活動は、地域の人々に障害のあ

る子ども達について理解してもらう貴重な機会となる。このため、地域との交流は、

個々の障害のある子ども達が地域の人々とつながりを築いていくという意味合いだけ

ではなく、地域に特別支援学校の存在や役割について知ってもらう、また、学校と地

域とのつながりを強化していくといった学校全体での交流でもあることを意識するこ

とが大切である。 

一方、教育課程上の位置づけについては、居住地校交流、学校間交流ともに、いず

れの障害種も学習指導要領に明示されている特別活動や総合的な学習を中心として、

各教科（幼稚部では各領域）で実施されていた。障害種の特徴として肢体不自由では

自立活動での実施、知的障害では生活単元学習や作業学習といった領域・教科をあわ

せた指導の時間での実施が示された。これらは、交流先の教育課程には位置づけられ

ていない領域と指導形態である。したがって、これらの時間で実施する場合には、特

別支援学校の担当者は、交流先の担当者がこれらの指導について理解できるよう前も

って説明を行ったうえで、指導計画を立案していくことが求められる。 

 

②交流及び共同学習の推進に向けた課題 

交流及び共同学習の推進委員会の担当者として、肢体不自由、知的障害、病弱、知

的・肢体では半数以上が担当分掌や担当係が参加していた。分掌等の設置により、交

流先との連絡調整の窓口が明確になるという利点はある。しかしながら、今回の学習

指導要領の改訂に交流及び共同学習を「組織的に」行うとの文言が追加されたことを

踏まえると、学校全体の取組として位置づいていくために、実際の活動を担っている
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第８節 外国語活動 

 

外国語活動については、学習指導要領において以下のように示されている。 

 

第１目標 

外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度の育成を図り，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませ

ながら，コミュニケーション能力の素地を養う。 

第 2 内容〔第 5 学年及び第 6 学年〕 

１．外国語を用いて積極的にコミュニケーションを図ることができるよう，次の事項

について指導する。 

(1)外国語を用いてコミュニケーションを図る楽しさを体験すること。 

(2)積極的に外国語を聞いたり，話したりすること。 

(3)言語を用いてコミュニケーションを図ることの大切さを知ること。 

２．日本と外国の言語や文化について，体験的に理解を深めることができるよう，次

の事項について指導する。 

(1)外国語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに，日本語との違いを知り，言葉の

面白さや豊かさに気付くこと。 

(2)日本と外国との生活，習慣，行事などの違いを知り，多様なものの見方や考え方が

あることに気付くこと。 

 

 

（１）外国語活動の平成 23 年度の完全実施に向けての取組 

外国語活動の完全実施に向けての取組としては、「先行実施してすでに取組を進めて

いる」が 37％、「授業時数の確保について検討を進めている」が 19％と続き、先行実

施をしている学校が 3 分の 1 以上で、取組が進んでいることが示された（表 1-8-1）。 

 

表 1-8-1 外国語活動の取組（複数回答）            N=567         

外国語活動の取組 回答数 ％ 

先行実施して、すでに取組を進めている  211 37 

教材（英語ノートや視聴覚教材）の選定、検討を進めている  80 14 

従来の総合的な学習の時間内で取り組んできた内容（国際理解活動

等）を見直している 
82 14 

授業時数の確保について検討を進めている  108 19 

その他 86 15 

 

「その他」の記述として、多くの場合、「対象となる子どもがいない」との記述があ

ったが、「年間 20 時間外国語活動を設定し実施している」、「総合的な学習の中で試行

的に取り組んでいる」、「ALT の活用も検討中」、「児童に個別に実施している」等が挙

げられた。 
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 表 1-9-4 に、障害種別の学習の内容を示した。 

 知的障害、病弱においては、「自立活動を主とする指導」を行う学校が、それぞれ、108

校(46％)、14 校（49％）、「その他」の内容を行う学校が、127 校（54％）、15 校（52％）

で、「その他」の内容を行う学校の方が多かった。一方、肢体不自由においては、「自立活

動を主とする指導」を行う学校が 65校(80％)、「その他」の内容を行う学校が 16 校（20％）

で、「自立活動を主とする指導」を行う学校が多かった。 

 

表 1-9-4 障害種別の学習の内容 

 

（５）「自立活動を主とする指導」を選択した学校が、新学習指導要領を踏まえて

特に工夫している内容 

「自立活動を主とする指導」を選択した学校について、新学習指導要領を踏まえて特に

工夫している内容を尋ねたところ、「人間関係の形成」、「健康の保持」、「コミュニケーショ

ン」に関する内容の記述が挙げられた。また、訪問教育において、特に留意していること

として自立活動の６区分のうちの特定の区分に偏ることがないように配慮した取組をする

ことが多くの学校から挙げられた。 

 

（６）訪問教育にかかわる課題 

訪問教育にかかわる課題として、「指導内容の精選や教材・教具を工夫する」が 77％、

次いで、「保護者や関係機関との連携・協力にかかわること」が 66％、「スクーリングを含

めた幼児児童生徒同士がかかわり合う指導を工夫する」が 64％であった（表 1-9-5)。 

「その他」では、「自立活動にかかる指導に関すること」、「居住地交流や交流及び共同学

習に関すること」、「重度・重複障害児童生徒のコミュニケーションに関すること」等の記

述があった。 

 

表 1-9-5 訪問教育にかかわる課題（複数回答） 

Ｎ＝344

回答校 割合

1 指導内容の精選や教材・教具を工夫すること 266 77%

2 スクーリングを含めた幼児児童生徒同士がかかわり合う指導を工夫すること 220 64%

3 指導体制にかかわること 153 44%

4 保護者や関係機関との連携・協力にかかわること 228 66%

5 その他 24 7%

視覚 聴覚 知的 肢体 病弱

自立活動を主とする指導 1 108 65 14

その他 1 127 16 15
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（７）考察 

 訪問教育の回数、授業時間数について、ほぼすべての学校が事前に設定して実施してい

ることが確認された。 

週あたりの授業回数は、週２～３回として行っている学校が全体の 89％であったが、週

１回のみの学校や週６回以上の学校もあった。指導時間については、週あたりの回数が少

ない場合は最長 150 分と長く設定され、回数が多い場合は 40 分と短く設定されていた。こ

のことから、週あたりの指導回数、指導時間数は、指導体制などにより学校ごとに違いは

あるものの、週あたりの総指導時間は、300 分～400 分(年間 10,500 分～14,000 分)でおお

よそ同じ時間実施されていることが示された。しかしながら、小学部高学年の総授業時数

の標準が 980 時間（44,100 分）、中学部のそれが、1,050 時間（52,500 分）であることか

ら、訪問教育における授業時数の確保については検討を要する。 

訪問教育における学習の内容について、自立活動を主とする指導を行っている学校が

290 校(77％)と多くを占めた。訪問教育は、「自立活動を主とする教育課程」により教育活

動を行うことが多い。指導回数、指導時間が限られた訪問教育においては、自立活動の６

区分のうちの特定の区分に偏ることがないように配慮した取組が大切となる。また、課題

として、「指導内容の精選や教材・教具の工夫すること」を挙げる学校が全体の 77％あり、

実際の授業内容について一層の検討を加えることが重要である。 

 

文献 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所(2009)学習指導要領と教育課程の編成及び配慮

事項③訪問教育．特別支援教育の基礎・基本．ジアース教育新社，41． 

 

（滝川 国芳） 
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に自閉症を併せた子どもに関わっているが、こうした場合には、例えば「P.d.C.a」という

ようなメリハリが考えられる。計画することに、ある程度、力を注ぐことが必要で、その

後それに従った授業展開を行い、その結果の評価に力を入れるという意味である。 

要は、子どもに即して、具体的に工夫することが、何より重要である。 

 

（３）特別支援学校における教育課程の編成 

 特別支援学校の学習指導要領解説総則編において、教育課程の定義が示され、指導計画

と区別されている。教育課程は、学校における「教育目標の設定」、「指導内容の組織」、「授

業時数の配当」の三つを要素とする当該学校の教育計画であるとされている。それを具体

化したものが年間指導計画や学期ごと、月ごと、週ごとに、立案される指導計画であり、

本時の指導案である。そして、これらの指導計画に含まれるものとして、今回の改訂で拡

充された個別の指導計画が存在するということになる。 

 

①小・中学校等に準じた教育課程の編成 

 教育課程の編成を大きく二つに分けて考えてみたい。一つは、幼稚園や小・中学校、高

等学校の学習指導要領等に準じて教育課程を編成する場合である。もちろん、その前提と

しては、子どもの実態がそのような教育課程の編成を必要としているという教師等の意識

や的確な実態把握がなければならない。しかし、特別支援学校の学習指導要領等を眺めて

みると、そうした前提の元に、様々な配慮を行うことができる仕組みが整えられている。

それらを有効に活用することが必要であろう。例えば、障害特性故に指導が困難と予想さ

れる内容については、それを取り扱わなくてもよいこと、あるいは、下学年や下学部の目

標、内容に置き換えてもよいことなどである。 

 しかし、まずは小学校学習指導要領等をしっかり読み取り、基本を押さえることが大切

である。また、今回の改訂であれば、外国語活動、発展的な学習、言語活動の充実などの

新たな事項についても理解する必要がある。 

 例えば、今回の外国語活動の新設に係るその発端は、昭和 61 年 4 月の臨時教育審議会

の第二次答申に遡る。また、急激な社会の変化や国際化に伴い、平成 4 年以降、国際理解

教育の一環としての英語教育の導入が話題となり、研究開発学校等での実践が行われ、平

成 10 年の改訂において新設された「総合的な学習の時間」の中で、小学校段階に相応し

い体験的な学習として、外国語に関する教育が実施されることとなった。その後、小学校

英語活動実施状況調査が行われ、その結果から、平成 20 年の改訂で、小学校の第 5 学年

と第 6 学年に「外国語活動」が位置付けられることとなった。小学校段階で外国語に触れ

たり、体験したりする機会を設けることで、中・高等学校においてコミュニケーション能

力を育成するための素地をつくるという趣旨があることを踏まえる必要がある。このよう

に、社会の変化等を勘案して、今の時代にどのような子どもの育成を図るべきかという課

題に対する一つの試みであるということを認識する必要がある。外国語活動導入の背景に

ついては、特別支援教育の立場からの理解が必要であり、それに基づいた取組も大切であ

る。 

 また、発展的な学習については、前述の「総合的な学習の時間」の導入に関わり、その

後の国際的な学力テスト等の結果や総合的な学習の時間の実施上の課題等の指摘がなされ、
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な教育課程ととらえることができる。このように、基本的な教育課程の類型を押さえた上

で、各学校においては、子どもの実態等に応じた特色あるしかも多様な教育課程の編成に

努めることが大切である。 

まずは、教育課程のとらえ方について、子どもの発達段階や障害種別を超えて、関係者

同士が共通理解し合えるようにすることが必要であろう。 

 

④学習評価及び指導の評価 

 子どもの実態等に即して、よいと思ったり必要と考えたりしたことがほとんど何でもで

きるようになっているというのが、特別支援学校の学習指導要領等の特徴であると言うこ

とができる。そうすると、PDCAサイクルで教育課程編成を行うとしても、子どもの発達段

階や障害特性等に応じて、それぞれ何をどのように考えて教育課程を編成しているのか、

また、それに基づいた指導の結果がどうなっているのかについての説明が重要になる。 

前回の改訂以降、絶対評価がより重視されるようになり、評価規準に基づいた学習評価

が行われるようになった。準ずる教育を行う分野では、小・中学校等の実践が参考となり、

特別支援学校での応用も徐々に進みつつある。 

しかし、例えば、知的障害の子どもへの指導の評価に関しては、小・中学校等では実践

されていないことから、特別支援学校での独自の研究実践が必要になる。 

知的障害教育においては、教育課程編成における二重構造などの考え方も踏襲されてき

ているが、それを用いるにしても、学習評価をどのような形で進めていくかについては、

当該学校での地道な工夫と実践が重要になる。 

また、子どもの学習を評価するということは、見方を代えれば、教師の指導の評価でも

ある。したがって、教師においては、指導の出来、不出来をしっかり反芻する姿勢が必要

である。今回の改訂においては、特別支援学校における個別の指導計画や個別の教育支援

計画の作成が位置付けられた。このことは、指導の充実を図るという意味で生かすととも

に、指導における目標設定と評価の関連、あるいはそれぞれの客観化に生かすという視点

でも活用したいものである。 

特別支援学校においては、子どもの実態の多様化に即した教育課程の編成、実施、評価

の取組が課題であり、特に、具体的な実践に基づいた教育課程の改善の努力が各学校に求

められていると思う。 

 

                 （筑波大学附属久里浜特別支援学校長 宍戸 和成） 
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キ．学校行事と地域の町内会事業の関連を図り、教育課程に反映している。毎年、本校を

会場に「文化祭・北山まつり」を開催している。あん摩マッサージのボランティア活

動を行ったり伝統舞踊指導の支援を受けたりすることを通して、地域と一体になった

活動を行っている。外部専門講師による箏曲・音楽・茶道のクラブ活動も行っている。 

また、理療科においては、医科大学と連携し、解剖実習を年２回病院内で実施したり、

治療院や小学校肢体不自由特別支援学級と連携した授業等地域の教育力を活用した

活動を行ったりして効果をあげている。 

 

②各学部の取組 

ア．幼稚部 

a.教育課程は、幼稚部教育要領に基づいて作成している。健康・表現等の領域毎の時数は

設定せず、総合的な力の育成を目指している。各領域の目標等は個別の指導計画に明記

し、あそびが学びに無理なくつながるように指導している。 

b.自立活動の時間の学習内容としては、教育要領の５領域と自立活動の領域との関連 

を図りながら生活経験の拡大、視覚活用・点字の触読のレディネス作り等を行っている。 

c.在籍幼児数、在籍期間等の変動に対応して指導体制を工夫し、実施している。 

d.居住地にある幼稚園との並行通園（学籍は本校）や近隣の保育園との交流を実施し、集

団学習の場を作っている。 

 

イ．小学部 

a.外国語活動においては、教科書に取り上げられている題材は視覚的な教材が多いた 

め、ＮＳ（ＡＬＴ）によるネイティブの英語に触れながら、リスニングを中心として 

外国語に親しめるよう学習を進めている。 

b.少人数化への対応として、学部全体での集会活動や校外学習等を実施している。 

c.キャリア教育の一環として、通常学級では総合的な学習の時間の中でボランティア 

活動や社会体験学習を行っている。また、特別学級では、種々の活動の中に作業的な学

習内容を取り入れ、将来の社会自立に向けての基礎的スキルの獲得を目指し系統的に指

導している。 

d.生活経験の拡大を図ることや、児童の居住地校及び近隣小学校との交流及び共同学 

習の実施を推進している。仁王小学校との交流及び共同学習は、年間行事計画へ位置づ

け、年度当初に児童の実態・ねらいについて担当者の打合せを行い、学習交流、音楽交

流に向けて継続的・計画的な取組を行っている。児童の実態に即して、通常学級は単元・

題材により教科（国語・生活等）・道徳で、特別学級は教科・領域での交流及び共同学

習も実施している。 

 

【特別学級】 

児童の発達段階等を考慮して３つの類型の教育課程を編成している。 
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習するとともに、患者及びその家族とのカウンセリング技術を向上することや社会性を

育成することを目指して、学校設定教科「人間関係学」を開設している。 

d.免許取得後の就労に向けて、十分な基礎・模擬・臨床等の実習時間を確保している。 

e.臨床実習については、地域の患者の治療をとおして地域との連携を重視しつつ臨床力の

向上に努めている。 

 

（３）教育課程に関する課題 

①学校教育課題に対応する教育の推進に係る教育課程編成及び具体的実施に向けた取組。 

②将来の長期的な見通しをもった系統性のある教育課程編成と幼・小・中・高と一貫性の

ある教育体制の整備。 

③体験的な学習の時間の確保と直接体験できない事項の指導の工夫。 

④教育課程に反映させたキャリア教育の推進。 

⑤幼児児童生徒一人一人のニーズの的確な把握と個に応じて対応する支援体制。 

⑥より相互理解につながる交流及び共同学習（居住地校交流・地域交流含む）の推進。 

⑦新学習指導要領の理念の共有化・指導力向上を図るための教職員研修の一層の充実。 

 

（４）今年度の取組 

①学校課題解決プロジェクトの提言から「基礎学力向上」、「国家試験合格率向上」を今年

度の重点課題としている。プロジェクトの提言を活かした指導に全校で取り組み、授業

改善、家庭・寄宿舎と連携した学習習慣の確立、基礎学力の実態把握と分析に基づいて

生徒個々の能力の伸長を図っている。長期休業期間・平曰も課外学習を実施している。 

②新学習指導要領の趣旨に則った、一貫性ある教育課程を編成するために、教育課程検討

委員会を経て全職員の共通理解を図り、次年度の編成に生かすよう努めた。また、習熟

度や視覚障害の状況等の生徒個々の課題については、個別の指導計画に明記し、指導形

態を工夫して指導している。 

情報、芸術、体育の各教科及び自立活動においては、それぞれの学部と連携し教員 

の専門性を活かした横断的な指導を進めている。 

③教科学習では、実験や実物、模型等を使用して触覚による観察等による視覚以外の 

感覚を活かして情報を取り入れ活用する指導を行っている。学習が進むに従って、触覚

による識別ができない事項（光・宇宙等）や抽象的な事柄が多くなってくることから、

幼少期における触覚をとおした概念形成を大事にしている。 

校外学習も、社会見学学習、宿泊体験学習（幼稚部から中学部まで）、スキー・スケー

トのウインタースポーツ（幼稚部から専攻科まで）等季節に合わせ実施しており、実際

に体験をとおして学ぶ機会となっている。 

④キャリア教育については、各学部を中心に進めてきているが、理念や課題・目標を再度

全職員で共有することにより全体計画につなげていくことができるよう、キャリア教育

の学校全体計画に向けてキャリア教育検討会を立ち上げ進めている。 
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力の向上を図っている。この他、選択教科では、学校選択とし、新学習指導要領の

各教科時数を先行実施している。 

 

  エ．高等部                 表 3-2-4 高等部教育課程表 

  高等部は、普通科、産業技術科、理容

科の３学科を設置し、将来の社会自立に

向け、社会人、職業人として必要な力を

つけるための学習に取り組んでいる。 

  普通科は、「高等学校普通科に準ずる教

育課程」、産業技術科は、「職業人として

の資質を培うための教育課程」、理容科は、

「理容師国家試験の受験資格を得るため

の厚生労働省管轄の理容師養成課程も兼

ねた教育課程」を編成している。 

  高等部では、高校生としての基礎学力

を身に付けることを目的に、３科ともに、

１年生では共通科目を履修し、産業技術

科、理容科の専門科目は、２年生から履

修するように編成している。また、重複

学級は、個々の障害の実態に応じて、小

学部や中学部からの一貫性を重視した教

育課程を編成している。 

 

②外国語活動（小学部） 

 新学習指導要領において平成 23 年度から実施される外国語活動について、本校では

平成 21 年度から試行的に取組を始めた。平成 21 年度、21 年度は総合的な学習の時間

（本校小学部では「わくわくタイム」という名称）枠のうち、年間 17 時間を設定した。 

平成21年度は、聾学校小学部としての外国語活動のあり方を模索するということで、

前期または後期という偏った時期ではなく、隔週の実施により通年外国語に触れる機

会をもてるようにした。はじめてということもあり、中・高等部所属の英語科の教員

が T1 として、小学部の担任が T2 として実施した。 

 平成 22 年度は、前年度実施した反省から前期または後期の半期にまとめて週１時間

実施した。通年にわたって実施した方が良いと考えていたが、隔週実施の場合、祝日

等で実施できないことがあり、１カ月間、活動ができなくなったことから、毎週実施

することのメリットが検討された。平成 21 年度は、英語科の教員が T1 を務めていた

が、本来小学部の授業ということ T1 はで学級担任が行い、英語科の教員は T2 を務め

るように変更した。 

 小学部は、平成 23 年度から新学習指導要領の完全実施ということで、外国語活動の

時間として位置づけ、年間 35 時間実施という本来の姿になった。年間指導計画も３年
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③ 病院への訪問と在宅児童生徒への訪問による教育の教育課程 

 病院内教室、分校、分教室が設置されていない病院に入院する児童生徒への訪問による教

育の教育課程は、「準ずる教育課程」を基本に編成している。また、それとは別に在宅児童生

徒への訪問による教育課程は、各教科等を合わせた日常生活の指導、生活単元学習を中心と

した教育課程と自立活動を主とした教育課程の２つを編成している。 

 

④ 特別支援学校（病弱）における自立活動 

自立活動の時間は、各学部及び病院内教室、分校、分教室の実態に合わせて設定し、自立

活動の内容のうち、健康の保持、心理的な安定の指導を中心に指導の充実を図っている。 

小学部、中学部においては、健康の回復と改善に対する意欲を高めるため、週 2単位時間

を設定し、多様化する疾病及び心理的状況に対応した指導を行う。 

高等部においては、週当たり１単位時間を設定し、毎日 10 分間の帯時間で実施している。

内容は、生徒が継続的に健康観察を行い、データを記録・集計し、健康管理に役立てられる

よう指導を行う。 

 

⑤ 学習集団を確保するための工夫 

 各学部において１学年あたり在籍者数が少なく、年間を通して児童生徒の転出入が頻繁で

あるため、集団による学習を行うことが難しい状況にある。そのため、児童生徒が他の児童

生徒と交流したり討論したりする集団での学習が不足しがちである。そこで、Web 会議シス

テムを活用し、病院内教室、分校、分教室をつないで授業を行う等の取組を平成 20 年度か

ら開始した。 

また、特別活動においては、お互いの気持ちを理解し、協力し合う態度の育成を図るため、

他学年・他学部と合同で弾力的に集団を構成し、児童生徒が考え計画した活動を実施してい

る。集団での学習が望ましい教科・領域や目標及び内容が２学年まとめて示されている教科

等については、適宜他学年と合同で実施する等の工夫をしている。 

 

⑥ 教育課程編成のための校内体制 

 一人一人の病弱・身体虚弱の状態及び能力・適正等に応じた多様な教育活動の実践を円滑

に行うために、教育課程の検討・編成を行うことを目的に教育課程検討委員会を校務運営組

織に位置づけている。本委員会は、校長、教頭、部主事及び関係職員をもって編成する。委

員会においては、各学部及び病院内教室、分校、分教室の教育課程について協議し、学部間

等の一貫性及び整合性を図るようにしている。 

また、日常的に、学部会、職員会議等において教育課程編成に必要な討議、意見交換に心

がけるとともに、各学部主事及び教務主任が、各学部及び病院内教室、分校、分教室の指導

について定期的に情報交換・協議を行っている。 

  

（３）教育課程編成の課題 

①異なる疾患の児童生徒の授業について 

治療による欠席・ベッドサイドにおける授業の長期化により授業時間の確保が難しい児童

生徒と、安定して登校できる児童生徒、交通事故や耳鼻科等の病気で短期在籍の児童生徒が

同時に在籍しており、学習進度に違いが生じることが多い。 
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また、全県及び県外からの転入学があるため使用教科書も異なり、学習進度も様々である。

そのため、前籍校・病院との連携を密にし、学習進度及び治療状況等を的確に把握し、個々

の児童生徒の実態に合わせた指導内容の精選及び指導計画により、基礎・基本の定着を図る

必要がある。 

 

②前籍校において小中学校の教育課程で学んでいない児童生徒について 

特別支援学校や特別支援学級からの転入学生の中には、準ずる教育課程では対応できない

児童生徒がいる。この場合、前籍校と十分な連携を図り、学習内容を計画するとともに、担

任が一人で対応するのではなく全職員で協力して対応している。しかしながら、このような

児童生徒の在籍の割合が増えてくると対応しきれない可能性がある。 

 

③学習に必要な小集団の確保について 

少人数学級であったり、在籍児童生徒数が一定でなかったりするため、同学年による集団

が作りづらい。そのため、社会的な経験により充実感を得ることや集団で学習することによ

り喜びを感じる機会が少ないことが課題となる。 

 

④入院することになった高等学校生徒について 

毎年、高等学校から本校の高等部への転入学の希望が数名ある。しかし、本校高等部は全

日制普通科であるため、商業科や工業科など職業科の生徒が転入学する場合、本校で取得し

た単位が、前籍校において単位の振替手続きにおいて認められないことがある。そのため、

特に職業科の高等学校の生徒が入院した際に、本校への転入学は困難であり小中学部と比べ

るとその例は極めて少ない。 

 

（４）教育課程編成及び運用の重点化した取組 

①自立活動の見直し 

ア．毎朝の短時間での帯時間での自立活動の設定 

児童生徒が自らの体調を把握し、その日の体調について学級担任に伝えることができるこ

とを自立活動の指導の一つとして設定することした。 

そこで、本校の小学部・中学部では、平成 23年度から自立活動の週 2 単位時間のうち 1

時間を朝の会の後に毎日、小学部では 9分、中学部では 10分行うこととした。赤城養護学校

では、本校、分校、分教室あわせて 8 つの教場のうち、6教場が同様に行っている。この時

間の設定に伴い、病室に戻っての安静時間（午前中の 2校時と 3校時の間にある 30分の時間

（中学部では、25分））の変更や昼食時間の変更が必要となったが、各病院においても快く

時間変更に応じていただいた。 

この設定により、学級担任は、朝のうちに児童生徒の体調をこれまで以上に詳細に把握す

ることが可能となり、学級担任と教科担当教師とが連携して児童生徒の体調に配慮した指導

を行うことができるようになった。 

 

イ．ベッドサイドにおける授業が中心となる児童生徒の自立活動 

保護者や本人のニーズを把握し、心理的サポートに配慮した自立活動を行っている。学級

担任と教科担当者が連携し同一の対応で指導できるように情報交換・検討会を学部で行って
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いる。その際、資料として個別の指導計画を用いている。 

 

②在籍者数増加に対応した複数の時間割による対応 

平成 22 年度は、赤城養護学校全体の中学部３年生の約半数が群馬大学附属病院内の学級

（本校所属）に在籍していた。生徒はそれぞれ、転入学時期、病状、治療計画、使用してい

る教科書、学習の進度、学力等が異なっていた。また、中学部３年生の保護者の多くは、高

校入試に向けた教科指導の充実を願っていた。 

そこで、中学校に準ずる教育課程ではあるものの、以下のように複数の校時表による授業

を行うことによって、在籍者数の増加に対応した。 

本来、中学部３学年の時間表は１種類しかないが、登校する生徒の時間表を５種類、ベッ

ドサイドにおける授業の時間表の４種類作成して、一人一人に対応した指導が可能となるよ

うにした。また、生徒の転出入が頻繁にあるので、その都度、時間割を検討して変更し常に

最適なものにした。その結果、昨年度内で 30 回以上時間割変更が必要であった。時間表の枠

が増えれば当然、授業担当者が不足してしまうため、その時々の在籍生徒数が比較的少ない

分校・分教室の教師が授業を担当することにより対応した。 

同様に、子どもの入院が多い小児医療センター分校でも、在籍児童生徒数が急増すること

があり、全ての授業を分校の教師だけで行うことができない状況になることがある。その場

合は他の教場から教師が出向いて授業を担当している。 

 

③前籍校との交流及び共同学習、心理的なつながりを重視した取組 

入院している児童生徒は、手紙やビデオレター、Web 会議等による間接的な交流及び共同

学習を実施している。また、自宅からの通学生については、居住地の小中学校において教科

学習等や学校行事における直接的な交流及び共同学習を可能な限り実施している。 

交流及び共同学習の実施にあたっては、次のような手順で進めている。 

ア．児童生徒の病状や心理面を考慮した上で、保護者や主治医に実施についての意向や配

慮事項を確認する。 

イ．相手校の管理職や学級担任と話し合い、相手校の実態や都合を考慮して計画を立てる。 

ウ．児童生徒の健康状況や配慮事項、個人情報の保護等や相手校の実態等について話し合

うとともに関係者の理解を得る。 

エ．ア～ウの過程で実施の可不可、直接的または間接的な交流及び共同学習の判断、具体

的な学習活動の内容、方法や時間等をていねいに検討する。その上で、具体的に送迎や校内

移動に必要な支援、学習活動に必要な支援等について双方が確認する。 

 

④ターミナル期の児童生徒への教育 

病状がターミナル期にある児童生徒への授業は、原則として学級担任のみで担当するので

はなく、複数の教師が担当することにしている。授業内容は、児童生徒の興味関心に沿って

行うことを基本とする。児童生徒が望めば各教科の授業を行うこともあるし、会話を楽しん

だりゲームをしたりして、心や体の痛みを和らげる内容を授業の中心にすることもある。複

数の教師でかかわることによって、その場を明るくすることができたり、会話が弾んだりし、

児童生徒の笑顔が見られることも多い。そのことは、保護者も精神的負担を和らげることに

もつながっている。また、保護者への対応は、学級担任のみではなく学部主事をはじめ、必
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の紙製品を作製）」）増やし、計 10班で実施している。 

「生活」「技能」「総合」類型は週８時間、「基礎」類型は週４時間取り組んでいる。各班

では、生徒の障害の程度に応じた作業ができるように作業工程の分割や細分化を図り、役

割分担をしている。特にメイク・エコ班は、重度・重複の生徒を中心とし、生徒が安全に

一人で作業ができることを目指して設定したものである。この作業班では、原材料に紙を

使用し、多用途の製品化に向けた作業内容を数多く設定し、生徒が使用する機具を扱いや

すくする等の作業工程や補助具の工夫を行っている。 

作業においては、流通を意識させるために製作から納品までの工程に携わる学習展開を

している。また、木工班で製作した製品に必要な部品のセットや袋詰めを軽作業班が行う

といったように、各班が連携して作業を行っている。 

 

 エ．高等部に向けた小学部及び中学部からの指導の積み上げ 

 卒業後の進路先を視野に入れた取組を進めていくには、その基盤となる小学部と中学部

での豊かな生活体験の学習、基礎・基本の学習、健康な体づくりが重要になると考える。

特に、学習の習得に時間を要する児童生徒においては、各部間で指導内容や指導方法、使

用する教材や教具等に関する情報を共有することによって相互に連携を図り、高等部の学

習に円滑に移行できるように努めている。例えば、高等部の作業学習のビルクリーン班で

は、ビルメンテナンスで実施されている清掃方法を取り入れて指導を行っているが、小学

部と中学部の清掃指導においても可能な範囲で同様の方法を取り入れている。これは、各

部によって指導方法が異なることにより、児童生徒に混乱が生じないようにするための配

慮である。 

 また、小学部と中学部での実践を高等部につなげていく取組としては、健康な体づくり

のための時間を一貫して設けていることである。具体的には、小学部では１校時に「日常

生活の指導」の時間を設定し、その時間の後半に運動を取り入れている。そして、中学部

の単一学級においては１校時に「日常生活の指導・保健体育」を、高等部の「生活」類型

と「技能」類型においても中学部と同様、１校時に「日常生活の指導・保健体育」を設定

している。さらに、小学部と中学部での「国語」と「算数（数学）」の学習では、小グルー

プによる学習や習熟度別による指導のもと基礎・基本的な内容を取り入れた各教科の指導

を行っており、高等部の生活する力につなげていきたいと考えている。 

加えて、本校の高等部では特別支援学級からの進学者が増えているが、中学部において

も同様の状況が生じている。そのため、中学部では、特別支援学級から進学した生徒の学

習意欲を高め、彼らの興味や関心を広げるよう教科別の指導を中心とした学習グループを

編制し、生徒の実態の多様化に対応できるよう検討を進めているところである。 

 

②一貫した教育課程編成をめざした各部間での各教科等の系統性の見直し 

本校は、幼稚部から高等部まで設置されており、各部間のつながりをもった教育課程の

編成を行うことが課題である。この課題に向けて現在、本校では各教科等の指導内容の系

統性について見直しを進めている。各教科等の指導内容の系統性の見直しに当たっては、

各教科等における各学年間のつながりと各部間でのつながりの二つの側面から検討を行っ

ている。具体的には、以下の取組が挙げられる。 

まず、幼稚部の「のびのび学習（環境のねらいの１つである数や言葉、自立活動を取り
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（３）教育課程に関する課題 

①キャリア教育の視点に基づく小中高の指導内容の整理 

平成 21～22 年度に「個に応じた指導の充実をめざして」のテーマで、学部及びグループ研

究を進めてきた。個別の目標や学習計画を加えた授業略案の改善を行い、集団の中で個に応じ

た指導をどのように展開するかについて授業研究を行った。その結果、学校全体として指導内

容の系統性や一貫性を確保することが課題として挙げられた。 

そのため、新学習指導要領の改訂の基本方針である「自立と社会参加に向けて職業教育の充

実」、「キャリア教育の推進」を視点として小中高の指導内容を整理した上で、授業研究を通し

て指導内容の一貫性について検討した。 

 

②高等部の類型化の評価と改善 

高等部では、平成 21 年度から学部の実態として生徒の障害や卒業後の進路希望の多様化が

挙げられていた。また、保護者からは「喫茶サービスのような実践に役立つ授業」、「重度の子

にもわかる授業」、「コース制の導入」といった具体的な要望があった。さらに、障害者就業・

生活支援センター等の関係機関から「就労希望生徒のための教育課程を検討しては」といった

助言を受け、現場実習受け入れ先の施設からは「重度の生徒の作業内容について学校から提案

してほしい」といった要望も見られた。 

これらを受けて、「自立と社会参加を推進するため、職業教育等の充実」、「障害の重度・重複

化、多様化に対応し、一人一人に応じた指導を一層充実」させるという学習指導要領改訂の基

本的考え方に基づいて、平成 22 年度より前述のような 3 類型の教育課程を編成した。平成 23

年度においては、類型別の教育課程の評価とさらなる改善が課題となっている。 

 

（４）課題解決に向けての今年度の取組 

①キャリア教育の視点に基づく小中高の指導内容の整理 

今年度は、「個に応じた指導の一層の充実をめざして －キャリア教育の視点を通した授業づ

くり－」を研修主題に設定した。さらに、「キャリア」や「キャリア教育」の定義を職員間で共

通理解した上で、小中高の指導内容の系統性を整理するために「キャリアの発達段階表」を作

成した(表 3-6-2)。 

「キャリアの発達段階表」は以下の手順で作成した。協和養護学校の「個別の教育支援計画」

の実態項目である「基本的生活習慣、意思交換、集団参加、作業能力、知的能力、健康・体力・

運動能力」のそれぞれについて、小学部、中学部、高等部を卒業するまでに身に付けたい力を

書き出した。それぞれの身に付けたい力を国立特別支援教育総合研究所(2011)の「キャリア・

プランニング・マトリックス」の 4 能力領域及び育てたい力と関連づけた。 
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表 3-6-2 児童生徒につけたい力(一部) 

 小学部 

(できることが嬉しい) 

中学部 

(人に認められて嬉しい) 

高等部 

(人の役に立って嬉しい) 

基

本

的

生

活

習

慣 

・箸を使い食器を持って、

ご飯やおかずを順番に食

べることができる。（人

間：清潔、身だしなみ）※ 

・好き嫌いを減らし、偏食

を軽減することができる。

（人間：清潔、身だしなみ） 

…(略) 

・場に応じた身支度ができ

る。（人間：場に応じた言

動） 

…(略) 

・食事・排泄・着替えを時と

場合に応じて自分で判断して

行える。（人間：場に応じた言

動） 

…(略) 

意

思

交

換 

・やりたいことや思ったこ

とを伝えることができる。 

（人間：意思表現） 

…(略) 

・自分の意思を自分の表現

方法で（言語表現態度や表

情等）相手に伝えることが

できる。（人間：意思表現）

…(略) 

・必要な場面（困った時や分

からない時等）で報告・質問

ができる。（人間：意思表現）

…(略) 

 …(略) …(略) …(略) 

※表中の括弧内はキャリア・プランニング・マトリックスの(4 領域：育てたい力)を示し

ている。4 能力領域のうち人間関係形成能力は「人間」、情報活用能力は「情報」、将来設

計能力は「将来」、意思決定能力は「意思」と記述した。 

 

学部ごとにキャリア教育に関連した研究テーマを設け、「キャリアの発達段階表」をもと

に指導内容を検討しながら授業を構成し、授業研究を行った。指導案の主な学習活動にキ

ャリア教育の視点を明記し、授業の評価してほしいポイントに必ずキャリア教育の視点を

１つ入れることにした。 

小学部は「意思決定能力を育む授業づくり」をテーマに設定し、生活単元学習での動物

や七夕飾り等の製作や調理、働く活動といった指導内容を通して、意思決定能力の領域に

焦点を当てた研究を進めた。中学部は「中学部としての進路を考えた授業づくり」をテー

マに設定し、作業学習の場面におけるキャリア教育の発達段階を取り入れた授業づくりに

取り組んだ。高等部は「卒業後の生活を見据えたキャリア教育の視点を通した授業づくり 

－「職業」「家庭」「自立活動」において、生徒一人一人が生き生きと主体的に授業に参加

できることを目指して－」をテーマに設定し、職業コース、作業コース、自立活動コース

に分かれて授業研究を行った。それぞれのコースがキャリア教育発達段階表をもとに授業

内容を見直すことで、系統性のある授業づくりに取り組んだ。 

その結果、小学部では、製作や調理といった指導内容を通して自己選択や活動への集中

力の向上、自己選択を指導すると同時に友だちに譲ったり、順番を守ったりする場面の設

定も必要であること、働くことの意義を小学部段階から継続して指導していくことの重要

性が明らかになった。また、小学部の生活単元学習においても、能力別にグループ分けし

て活動内容を構成する取組が有効であること、授業だけでなく学校や家庭の生活の中で自

己選択する機会を設けることが大切であることが明らかになった。 
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（５）取組の成果と今後の課題 

教育課程の基本方針を整理・見直ししたことにより、学部間での各教科等の指導におけ

る接続性、部をわたっての関連性について一定の整理ができた。また、個別の指導計画の

自立活動部分を含めて個別の指導計画を見直すことにより、児童生徒個々の実態やそれか

ら考えられるニーズに応じた自立活動の指導目標の設定、時間における指導と教科等の指

導における指導内容の整理をすることができた。さらに、授業研究により実践の深まりが

みられた。外部専門家を活用した研修では、自立活動の指導に必要な知識や技能を高める

こともできた。こうした一連の取組により、複数の部と学部のある本校が課題としていた

各学部間と部間の一貫性と系統性の構築に向けての枠組みができた。 

特に大きな成果は、研究や研修の取組により、教師が授業実践を振り返り、授業改善に

役立てようとする意識や行動変容が見られ始めていることである。こうした動きが出てき

たのは、「個別の指導計画を活用して系統的な指導を行っていくためには、各領域・教科の

目標や内容を十分に理解した上で、児童生徒一人一人に適切な指導目標や指導内容を設定

し、授業実践、評価、授業や個別の指導計画の改善をするというサイクルが重要である」

ことを全校で共通理解できたことが大きいと考える。今後の課題としては、個別の指導計

画を活用して授業改善を推進する中で、目標設定、支援・指導の方法、評価の妥当性を検

討する仕組みを構築したい。 

 

（長沼 俊夫・原田 敬子） 

- 121 -



122  

9:�� �������]©b�

- 122 -



123  

 

- 123 -



124 
 

� 
� 
� 

- 124 -



125 
 

- 125 -



126 
 

 
 

- 126 -



127 
 

 

 

- 127 -



 看護師は主に肢体不自由教育部門の教育活動を、教員と連携しつつ支える役割を担ってい

る。今年度より、知的障害教育部門にも医療ケア等を必要とする児童が転入してきたので、

両部門において、医療ケア等についての検討がなされることとなった。 

 ＰＴ・ＯＴも、その高い専門性をもって、担任をサポートする形でかかわっている。具体

的には、朝の会・給食指導の場面等多くの機会を捉え、児童・生徒と接点を持ちつつ、指導

に携わっている担任からの質問に答えたり、アドバイスしたりしている。 

 （４）②アで述べたように、「総括、学部・コース長連絡会」では、限られた施設設備を

より効果的に使用するための調整を行った。児童生徒数の増加に対応するため、限られた

数の教室だけでなく、教室に面した廊下やプレイホールも、場合によっては学習の場とし

て活用することを検討した。また、特別教室使用割当の調整時には、スムーズに交替でき

るようお互いが準備・片付けの時間も活動の時間に含めて、計画・実施しあうことを確認

した。 

 

③各部門の専門性の共有及び活用 

 平成 21～22 年度、全校で取り組んだ「キャリア教育」研究は、お互いの教育課程につい

て、教員同士が学び合うよい機会となった。肢体不自由教育部門における「キャリア教育」

のとらえ方と知的障害教育部門におけるそれとは、共通する基本的な考え方がある一方、

異なる部分もあり、研究を進めていく中で、両部門の教員がお互いの教育課程や、教育活

動の中で大切にしていることについて理解し、各部門の専門性を共有するよい機会となっ

た。 

 今後は各部門の専門性を活用していく視点で、指導体制や合同の授業の在り方等に検討を

加えていくことが必要である。 

 

④職業教育の見直し 

本校は、学校教育目標に「自立と社会参加」をかかげ、「生きる力」を育む教育課程を編

成し、開校した。その当初から目指してきた「金沢のキャリア教育」と、実際に取り組んで

きている「職業教育」との関連を見直していた。その流れに、平成21～22年度には、神奈川

県からの委託を受け「キャリア教育」をテーマとした研究への取組が加わった。 

研究の進め方として、（３）①ウで述べたように、部門ごとに研究・研修を進めたが、年

に数回、全校研究として、講演会・研修会・報告会等を開いた。このことによって、他部門・

学部の研究の進捗状況、教育課程の内容等について、共通理解を深めることができた。これ

は次に述べるように「キャリア教育」というテーマに、両部門が共通の主題として取り組む

ことができたからである。 

肢体不自由教育部門には、いわゆる重症心身障害の児童生徒も在籍している。こうした本

校がキャリア教育研究に取り組む意味は、単に職業観・勤労観を育む知的障害教育における

キャリア教育ではなく、重度重複そしていわゆる重症心身障害の児童生徒までをも含めた特

別支援学校におけるキャリア教育はどうあるべきかを研究することにあった。 

すべての児童生徒が、支援を受けながら地域で将来自立し社会参加していかれるようにす

るには、その基礎となる「生きる力」を、肢体不自由教育部門でも知的障害教育部門でも、

小学部段階から意識していく必要があると考えた。 
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 本研究の当初の目的であった、特別支援学校における新学習指導要領に基づいた教育課

程編成の実態を明らかにするとともに、教育課程編成の在り方を検討することができた。 

 以下、（１）質問紙調査、（２）各学校の事例研究、（３）研究協議会及び研究協力者の報

告、から主要な事項を述べ、それらを踏まえて、（４）次期学習指導要領の改訂に向けて必

要と思われる検討事項、として述べ、最後に、（５）本研究の課題と今後、について述べる。 

 

１．質問紙調査の結果から 

＜総論＞ 

回収率が 80％を超え、本調査の重要性が広く認知されていることが分かった。また、各

事項についての課題については、あえて選択式ではなく記述式にしたが、その記述率の高

さや記述内容の充実からも、そのことが言える。 

 新学習指導要領で新たに加わった事項を含め、学習指導要領の全般を漏れなくカバーす

る調査であったことから、特別支援学校における教育課程編成の現状と課題も全般的に把

握することができた。 

（近年では、同様の質問紙調査を、平成 16 年（2004）に、盲聾養護学校（当時）に対して本研究所が実

施したが、調査内容が学習指導要領の全般を漏れなくカバーする調査ではなかったこと、記述式の質問項目

が少なく分析もより素朴であったこと、回収率が 68％と今回と比べて 12％ほど低かったことなどから、本

調査のような本格的なものではなかった。） 

全国調査は、平成 22 年 9～10 月に実施したが、新学習指導要領（平成 21 年 3 月改訂、

平成 21 年 4 月から移行措置開始、平成 23 年 4 月から全面実施）に基づく教育課程編成が、

その調査時点で着実にあるいは一部先取りした形で先行実施されていることが分かった。 

 その一方で、自由記述の記載から、新学習指導要領を踏まえて、どのように教育課程を

編成していくのか、とまさに模索の段階である学校も見られた。 

 盲聾養護学校から特別支援学校へ制度転換したことで、知肢併置など複数の障害に対応

する部門を設置する学校が増え、各学校の教育課程の編成が、かなり複雑化、多様化して

きている実態が分かった。この結果、質問紙調査の実施や結果の分析そのものが困難にな

ったことを改めて実感させられた。 

 このことは、逆に言えば、複数障害を併せ有する子どもへの対応が、より子に応じたも

のになってきているとも考えられる。 

 また、重複障害学級の作り、類型の作り等の教育課程編成において、障害種別で大きな

特徴の違いがあることが改めて分かった。そして、主に記述式にした事項毎の課題に関す

る質問の回答の分析から、詳細で学校現場に直結した生々しい課題が浮き彫りになった。 

 

＜各論＞ 

（１）基本情報 

特別支援学校への制度転換後の最初の学習指導要領改訂であったが、特別支援学校制

度となって可能となった複数の障害種に対応する部門のある学校は、既に 175 校に上る

ことが分かった。その内、知的障害と肢体不自由の組み合わせ（いわゆる知肢併置）が

98 校と最も多いことが分かった。新たな制度を生かす取組が、知肢併置を始め多くの学

校で見られることが分かった。 
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うことが必要である。 

（７）外国語活動 

外国語活動は、先進的に取り組んでいる多くの工夫した実践がなされている実態が明ら

かになった。この活動の趣旨を全校的に確認し、今後は、中学部以後の外国語教育との関

連を持たせる必要がある。このためこれまでの実践内容を教材や指導体制の検討を蓄積し

ていくことが求められる。また、知的障害教育においては、中学部において外国語を選択

できることや、その際には、外国語活動の内容を取り入れることが可能であることなどか

ら鑑みて、指導の一貫性や系統性の視点から、小学部における外国語活動の指導の必要性

や可能性について検討する必要がある。 

（８）訪問教育 

週あたりの総指導時間は、300分～400分(年間 10,500分～14,000分)でおおよそ同じ時

間実施されていたが、一人一人のニーズを的確に把握して必要な指導や支援を行っていく

特別支援教育の理念や基本的な考えを踏まえると、授業時数の確保については検討が必要

である。 

訪問教育は「自立活動を主とする教育課程」が多かった。また、課題として「指導内容

の精選や教材・教具の工夫をすること」が挙げられており、実際の授業内容について一層

の検討を加えることが重要である。 

（９）教育課程評価 

教育課程の評価の方法は、総括的な評価を行っている学校がほとんどを占めた。また、

その評価の観点として、指導目標の達成、個別の指導計画、指導計画の３点が挙げられた。

しかし、その詳細については、明らかにされなかった。 

 

２．各学校を対象とした事例研究の結果から 

 特別支援学校８校への訪問調査の結果から、特に以下の３点について述べる。 

（１）指導内容の一貫性と系統性に関する課題 

幼、小、中、高と各学部における指導内容の一貫性と系統性の重要を踏まえ、教育課程

編成やその実施に取り組む学校がある一方、それを課題として検討を始める学校もあった。 

（２）幼児児童生徒の実態の多様化への対応に関する課題 

教育課程の類型化、習熟度別グループ編制、コース分け、自閉症への対応を考慮した

教育課程編成など、多様な取組が見られた。特に、知的障害を教育する特別支援学校で

は、高等部の類型化に関する課題が多く挙げられていた。 

（３）専門性向上に関する課題 

自立活動の指導と各教科の指導との関係の明確化、自立活動主とする教育課程での教

科の位置づけの明確化、その上での授業づくり、等を含む研修の必要性が挙げられた。 

 

３．研究協議会及び研究協力者の報告から 

（１）教育課程編成のパターン（いわゆる類型）に関する課題 

(a)当該学年の教科等を学ぶ場合、(b)下学年あるいは下学部の教科等を学ぶ場合、(c)

知的障害の教科等を学ぶ場合、(d)自立活動を中心に学ぶ場合、の４類型がよく知られてい

るが、(a)(c)(d)の３類型で整理し、その上で、実態を踏まえ多様な工夫をすることも考え
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られる。 

（２）学習評価及び指導の評価に関する課題 

教育課程の実施では、学習評価及び指導の評価が適切に行われるよう工夫が必要である。 

（３）特別支援学校の特色ある教育課程編成に関する課題 

教育課程編成を柔軟にできるので、さらに一層特色ある教育課程編成を期待したい。 

（４）知的障害教育における指導内容の課題 

知的障害教育における、各教科の内容と自立活動の内容の違いの明確化が必要である。 

 

４．次期学習指導要領の改訂に向けて必要と思われる検討事項 

 以上の（１）（２）（３）を踏まえて、これらから直接考えられうる、これからの学習指

導要領の改訂に向けて必要と思われる検討事項を挙げてみる。 

 

 ・特別支援教育の理念と基本的な考えである、一人一人のニーズを的確に把握し必要な

指導・支援を行っていくことを踏まえ、一層、弾力的な教育課程編成が可能になる仕組み

を模索していくことが必要である。 

 ・一方、既に、現行の特別支援学校の学習指導要領は、自由度が大きく各学校の実情に

よって特色ある教育課程編成が可能になっているので、各学校の先進的挑戦的な取組が期

待される。 

 

 その上で、より具体の事項を以下に列挙する。 

・教育課程の類型について、(a)当該学年の教科等を学ぶ場合、(b)下学年あるいは下学

部の教科等を学ぶ場合、(c)知的障害の教科等を学ぶ場合、(d)自立活動を中心に学ぶ場合、

の４類型がよく知られているが、(a)(c)(d)の３類型で整理し、その上で、実態を踏まえ多

様な工夫をすることも考えられるのではないか。通常教育と比べて複雑と思われる特別支

援学校の教育課程編成を、より単純で分かりやすいものにすることは、通常教育と特別支

援教学校における教育との接続を考えると、重要な検討事項だろう。 

 ・通級による指導における取り出し指導の時間や、特別支援学級の通常学級の交流及び

共同学習の時間の割合の検討を、一人一人の児童生徒の教育的ニーズを踏まえて設定して

いくが、同様に、訪問教育における訪問の時間数も児童生徒の教育的ニーズに応じて、一

層弾力的に設定していくことが必要ではないか。 

 ・教育課程編成やその実施・評価と、個別の指導計画の作成・実施・評価との関係を明

確にしていく必要がある。 

 ・特別支援学校の制度に転換し、複数の障害種を対象とする学校の設置が可能となり、

そのような学校の数が増えてきているので、そのような学校における教育課程編成や実施

の在り方を模索して行くことが必要である。 

 ・知的障害教育における各教科の指導の内容と、自立活動で指導する内容との違いの明

確化を一層進める必要がある。 

 ・自閉症を併せ有する場合の教育課程編成の在り方について、具体的に検討する必要が

ある。（自閉症を併せ持つ児童生徒等は、知的障害を教育する特別支援学校のみならず、視

覚障害、聴覚障害、肢体不自由、病弱の各学校にも在籍することから、すべての特別支援
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����µ^³����� 
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]sb¼½¾ 
� Department for Educationa¾�±��vf±NBMCµN�^µ 5 �±?m�RS
No^¢�a�,w�¢�fTUÉ¨© 
T=�5�U 

• ��v 
• Mary Hare Grammar SchoolaV4-^ W4 X��^ N�^µ�r��f 
• Knightsfield SchoolaY�Z[m^µ5 N�^µ�r��f 

 
T>?>�@3�U 

• Tanners Brook Junior Schoolao^Y^_ \µ]� ³´]4N�^µ��^
����{�»�QoLMèé�Nf 

• Great Oaks SchoolaX_�3 2^�N N�^µ�>YZ�»�êëº_	f 
• Oak Lodge Schoola2^� =]³ N�^µ�>YZ�»�êëº_	f 
• ?m�RSNo^¢� 

 
]¿b¼½À' 
 

TU} TU# 
H22.12.13aÊ) ��TU� Mary Hare Grammar School for 

the Deaf. =�5� 
12.14a`) ��TU� Knightsfield School 
12.15aa) LA City Council TU 

� J.Wharton baSEN inspectorfF" 
?m�RSNo^¢�� A.Goddart bF" 

>?>�@3�
12.16ac) ��TU� Tanners Brook Junior School 

Great Oaks School 
Oak Lodge School 

12.17a�) Department of Education TU 
� N.Fulton (Head of SEN and Disability 
Frameworks Team) F" 

=�5� 

 
 
]Áb®¯°���� SEN{|ÂÃ�Ä�ÅÆÇ�È=�$%ÉÊ�HI 
� �,-N���� SEN 9LM�»�©¨���ö���ÁÂ�����¹�23

	
�D²!'(!É·±��v³ SEN ��¹�ÁÂßàó³»� N.[µ3�
b!�,-Nd|>?>�@3�IA³1¤� SEN �ÁÂ1�ó³>?>�@3�

e���NB�o^¯Z� J.?f^3�b!F"É¨©J.?f^3�b�gh�Å
`>?>�@3�IA� 5 �aQoLM±>YZf�NBMCµN�^µTUÉ¨© 
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 ①緑書（Green Paper）からみた SEN 及び障害のある子どもの教育に関する今後の 

展望 

 2011 年３月９日に、教育省より緑書『支援と願い：特別な教育的ニーズと障害への 

新たな取組（Support and Aspiration: A new approach to special educational needs  

and disability）』が発表された。教育省のフルトン氏と面談を行った時期は、まさに 

この緑書の作成作業が進められている最中であった。本報告では、当時、フルトン氏 

からの情報集及び既に発表されている緑書の内容を踏まえて、SEN 及び障害のある 

子どもに関わる今後の教育の展望について言及する。 

政府が今回の緑書で明示している改革の重要な柱は、「早期発見と支援」、「保護者へ 

の権限の移譲」、「学習と評価」、「成人への準備」、「家族と共にあるサービス」の５点

である。なお、緑書全体を通して謳われてい

るのは、出生から成人を通して SEN や障害

のある子ども（若者）、その家族と彼らを支え

る専門家を支援し、SEN のある子どもや障害

のある子ども達の可能性を広げることである。

そして、この構想を達成するために、現在の

イギリスの複雑な官僚制度によってもたらさ

れる SEN 及び障害のある子ども（若者）、そ

の家族への支援提供において生じている弊害

を解消すべく、SEN の判定書（statement）

をもつ子どもとその家族に対しては、「教育・

保健・保育」を一本化した制度のもとで支援

を実施することが目指されている。なお、こ

の改革で重要な柱として取り上げられている

５つの柱（「早期発見と支援」、「保護者への権

限の移譲」、「学習と評価」、「成人への準備」、

「家族と共にあるサービス」）の中で言及され

ている目標は、以下の通りである。 

                          写真１ 教育省の外観 

□「早期発見と支援」 

SEN 及び障害のある子どもとその家族にとって早期に適切な対応や介入が行われ

ることは、子ども達の可能性を拡げ、よりよい生活を支援するうえで重要である。  

緑書では、早い段階（2 歳から 2 歳半）で子どもの障害を発見し、全ての子ども

が質の高い幼児教育や保育を利用可能となること、さらに、SEN の判定書をもつ子

どもや学習困難のある子ども及び若者に対しては、2014 年までに出生から 25 歳ま

で「教育・保健・ケアプラン」という一本化された評価を導入することが言及され

ている。 

 □「保護者への権限の移譲」 

保護者は子どもの最大の理解者であり、彼らにはわが子に提供される支援やサー

ビスについて決定権が与えられることは重要であるが、そうでなはいのが現況であ
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ó�©¨��T[µ����¹�J�º~u¦§±T[µ���½9��Jº;¯

¢§�©Y¨±ë-µ23æ})*23�È±4Dl�^9[-^N�^µ[Z

¨����J!I+p;aLAf!"xó��¸-��¨Z�MNOP±�¯·"x
óº��!§���MNOP�QRºq�¢§·¬�© 
�Í�G!VWÐ 
� �����öThe importance of teachinga���J['f÷��¬·±�·�©
¨�½±_	¹���º�^���»�¬½��µ&'�¬�§³»r·�±z¢

�X�º-1�±Y¨±Ñ¢t�@¡î�ÅDÎ�av���ºæ}¦§��°³

»�²!º¾)¦§·¬�©É¡Éµº¢±�1½±SEN9LM�»�©¨�½�
<¡¢¬iZ9�����²!º�µ�µ�±z¢½>�¨.�LMºÜÉ�]
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��³��µ�3�Df!N�^µ4�M��@�NaP|%&7�[Z·��

µ�3�DfÚ1ðÉ±��´c!É¨VWMNOP9Ü¹�²!ºæü

¦§·¬�© 
� Y¨±NBMCµN�^µ�¶¬·�¾)�µ¦§·¬�©±c(�½±NBM

CµN�^µ½±�^���9 �NBMCµN�^µ�_	¹�©¨����9

�G )��¹�%&(h�9>^xNE#¹�²!ºGZ¢§·¬�©�¯

·±Ú§¨1�¹�³½±NBMCµN�^µº4Dl�^!µ��Þº;¯¢§

�²!±"xó9Ipº[-^N�^µ!É·NBMCµN�^µô?¹�²!

º>X�µ�²!º��¢§·¬�© 
�Í�\¤�v)Ð 
��o� SEN 9LM�»��ó½Ö�#ºtç¦§�8�Þº�µ¬��¡¡

ö¢�±÷�¨Z���ºd{É·¬�¨Z�!Þº³°µ¬ )�»�©Y¨±
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É·±8�³½±®¯��Ò¡Ô� 16 ���ó���ä¬ÞJ¢£9!JÉ¨ÞJ
��:É¨¢£v)¹�²!±Y¨±16 �¾*�LM�»��ó��É·7Î�
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7wºT[!É·¬���9>^xNºæ}¦§·¬µ¬!¬D� ¥ò±7

wºïðÉ·±>¢Ý]³°�>^xNæ}¹�²!'8¹©²�¨Z�±I

+p;!Ip���>^xN���½±7+�7w�ghµ>^xN���!½¨

�ÅDµ��³»�¡�¶¬·23æ}É±Ip{¦!É¨ SEN9LM�»�
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¾*±8�³ëÈ¦§¨�r�¶¬·�ÓÔ�l�!É·½±2010� 9 Ê¡¢�I
+��¬·÷§¢º1�>X³»��¡±¨�ÅD�1�¹��¡±÷�±c�-.

ÖZ·¬�©²���ñY¯·±2012 � 5 Ê�½T[�3i·,ÛÜ9ª¨µ�
�,�×ç�yj¹�w¨ò!µr·¬�© 
÷� ±SEN)*LM�»�©¨���ö�ÁÂ�¶¬·[µ3�bº¾)É·¬

¨²!½±�Gcd�»�©¨���ç�U"³»�©©�a2010f�Å�!±�,
-N³½�ç��j�MNOP-?É¨ 1980 �Ö! 1990 �Ö� SEN Q�¹�
�^ºdë-³»�!�U"æªºµ¦§±÷�Ô 1994��z�¦§¨1Á����
¬· SEN�»�©¨��ç¹�MNOPº-?É±«*(µVWº>X!µr·¬
�©É¡Éµº¢±�Gcd�»�©¨��¶¬·½±�,�År·©¨�º¬¯�

cd�	 �¯ºY.Y.³»`±�Gcd!¦§�©¨��®º��É·¬�!

�²!³»r¨©²�]e�½±�¯��¯+¹µö.�,��¯��§9��U"

º»��³½µ¬¡!�8 ºµ¦§·¬�!�²!³»r¨©�¯·±°3±�b

�Å�!�Gcd½²c!��:'ºä¬²!º8 ¦§·�`±>?>�@3�I

+p;³½²c7Î�©¨���G )9÷�[³�¶¬·-.ÖZ·¬�´ç³

»�!�²!³»r¨© 
� Ú+±[µ3�b½±8��Í�\¤�v)Ð��:É·±LM�»�©¨��Þ

J����"�¶¬·�¾)É·¬¨©SEN 9LM�»��ó��¬·½±ÞJ�T
[µµX9X�º¶�¶¬·�¢�±!ÞºdÉ¬²!ºU"n¦§·¬�!�²!

³»r¨©÷�¨Z±ñ¸��*¶�ÞJ¢£��r�ÆÇºT[³»�!��·¬

¨© 
� ����µ^³���ÓÔ�+�'�

� Ó�z�¦§¨8�a2011f�½±���µ^³���¶¬·½ë�¦§·¬µ¬©
Ú+³±LM�¶¬·%&'�»���!É·�NBMCµN�^µ���!·_�

®�¶¬·½±ë�¦§·¬�© 
1997��z�¦§¨8�³���µ^³���¸Öº+ö§±���µ^³���

ÕÖ!!��NBMCµN�^µº¹+!Á�!µ`÷�®º¹�É·¬r¨º±÷

�Ô±"xó¡¢%&(µ�����NBMCµN�^µ�T['º´º¦§±T

[¾*�Á��Éµ¬²!�µr¨©Ó�z�¦§¨8�³½±"xó9Ipº[-

^N�^µ!É·NBMCµN�^µô?¹�²!º>X³»�²!º��¢§·

�`±ÓÔ½÷�®º��É·¬��³½µ¬¡!Õ»¦§�© 
²�ÅD�±�,-N³½±�^���³�����²!Ú®!É·¬µ¬©

SEN)*LM�»�©¨��X�º-1�±Ñ¢t�@¡î�D-E´�Pæ}¹
�²!±Ñæ�&'��!³z¢º¼`�©¨�Å!E�@�¹�!¬D®¯��r

·SEN)*LM�»�©¨�¤���ºl�¦§·¬�© 
¾¿³½±QoLM�»�©¨�)*>YZ�»�êëº_	¹�NBMCµN�

^µ³�1�gh¹�aTanners Brook Junior School½QoLMèé�N³»�¨
Z±13�³½�½¹�f© 
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]Ëb°ÌÍÎÏ°ÐÑÏ����²¯³´µ¶����-3 
�r������89�1¤�

¾¿Mary Hare Grammar School for the Deaf�
aNewbury Berkshire RG14 3BQf 

�,-N³½�^�����¬·þå�� 11 �³ÀJÉ¨©¨�½±{å��¤
!Ö�É·¬�©{å��½ 3 �Áak�@-W�M\N�^µ±Â\-]�N�^
µ±X��^N�^µf»�© 
k�@-W�M\N�^µ½�ÃÄ¡¶E�×���{å��³±´�!Þ'(

�5ÅÆ�{å����·¬�©Â\-]�N�^µ½±�Ç×��È×�¿?�

�³»�©�,-N³½�µ¬!¦§�¢�Ö�´�'(!É·¬�© 
X��^N�^µ½�Ç×�?�³±11 �¡¢ 18 �Y³�©¨������

���¬±Ö�9!Þ'(!É·¬�©Mary Hare �½±QoLM���D{
å��³»�© 
� a. ���[ 

Mary Hare�½±1916 ��¼?¦§±ÉÊË�»�ÌÍE��r��³»�©{å
��³»�º±5 �¡¢ 19 �Y³��!É±� 230 \º_	É±��(µ��³»
�©äå|½±5¢µÎI��±Ï^µ±Ì©8B�M��±ÐÑlÒ�����o

^±ÓÔ�,��o^åô)É±QoÝ]9ÓÔ�,�%&7KõÉ·¬�©�

�]^!É·±ÀJÔ�Ç�µ�>?��±The Burwood Centre 9 Mary Hare 
Hearing Centres !¬D��o^ôõÉ±7w��9QoVW�r·¬�© 
äå|³½¢�Ö�k^NôõÉ·¬�©Mary Hare�½±{å��³�ö§·

¬� GCSE ! A_Õµ³���É·�`±¬öÖ�±Í�3���Ðºµ¦§·¬
�©ÀJê���½¢�9 �%&���Ö�¹�© 

Mary Hare��k�´]²^M��j�½±Qo�×,³±j×³�ØJ½�ö§
·¬µ¬© 

b. 89�1¤ 
��Ù�±FM ÚQMNOPºK)¦§±�Û�½Qo�Ü�-(Ý]�Nºõ¡

§±êë�ÚQ 2Ý]É·¬�©Û�±PC9@=³S�o^º»`±�¯½÷§
¢��ÜÞßÉ·ØJÖZ�©åJÕ<½ 8:30±ÒJÕ<º 17:20 !±êë�!
r·½¡µ`à^5µ�r!µr·¬�©��±á}Xµ^@!7����â^�

D�]M��º»`±²�{³½Q�»ç±ÚQÜ-(±zÓ89åZ±D?��

-�X��r·¬�a���f© 
Y¨±r���ØJã2��ä�Ú¶³»��¯{¦!É·êëº÷�¼`�å

õ¹�±¬öÖ�±tæã³�ØJ�¬±êëºnoF¡¢�23	
º³°�Å

D�KLÉ·¬�a��$f© 
êë���½\ý�çè8è� ±ä dQè³Q�¦§·¬�º±ØJC*�

i·±�¯�×¹O�é9ØJ�r�Nâ^5º�¬!¬Dê��r¨º±êëÅ

½÷§ë¨ì�µr·¬µ¬�©³»r¨©�¯�íë�Å�!±Mary Hare��ê
ëÅ½á}�¦§�´GaÊ"f��F'�ý`�0³¬�!�²!³»r¨º±�

G
î!É·:ïð�ù±÷§ñ§�Öò'Ìë-��.±÷§��¡r·ó�É
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·¬�©êë��É·��ox´^É¨º±Ú�� Mary Hare �³�ê@aØJ9
�<f��{É·¬�!�¯·¬¨© 

��$� äå|� %]�ØJ 
 
 
 
 

���� 7��¾R��â^� 
 
�¿Knitghtsfield School  
aWelwyn Garden City Hertfordshire AL8 7LWf 

a. ���[ 
Knitghtsfield�½±1953 ��¼?¦§±ÉÊË�»�ÌÍE��r��³»�©

11 �¡¢ 18�Y³ 54\º_	É·¬�aÉÊËê½ 7ôf©�
äå|³½¢�Ö�k^NôõÉ·¬�©Mary Hare�!ëõF�� GCSE! A

¡¢ C_Õµ³���É·�`±LMöîbr¨êë�_	É·¬�©�
Knitghtsfield ��k�´]²^M��j�½±Qo�×,³±Mary Hare �!F

�����c³Ñª�ÚQMNOP9ÜÉ·¬�©2^³2=³N3KõÉ±Q

�VW9ÚQÜ��÷ø^µ5���³×jÉ·¬�©�

b. ���µ^³�� 
Knitghtsfield�½��µ^³���ÕÖ�ù!É·¬�©Monk Walk College!

¬D����º�úÉ±êë�ûå�ç[Z¨:=É·¬�© 
Knitghtsfield���êëº±Monk Walk College �Xµ^@!c�9ÐÑ�ØJ�

C�É·¬�©Knitghtsfield �º»� Welwyn Garden City³½±ñ§ñ§���a�
���fº:=¹�±k�±^M4PQ{?.*�±³°�!²/¡¢óü(�l

�É·¬�©�é� L.M.-^Nb¡¢½±Í���µ^³���ÕÖ�¤É·½±ê
ë�]^_�¨¹¨Z�T[d>?³»`±����%&7Fýº�¬�ê¬Â^

3Y^M]@R�²!º[Y§���³»�Ð!�íë��¨© 
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c. D-E´�P
Knitghtsfield��D-E´�P

½±YM�YµD-E´�P��

u'Dþ^É·¬�©QoLM

���%&u'ý�É¨�¯�

Å`±�\®�Å��N
�³8

9º�ö§·¬�©�êë��É±

E^NO^³ 3�VW��²!±
)*ÀJY³��+µ�ç��

ý�¹�²!'8É·¬�©²

�¨Z�k�â´^o9ÐÑµ¨

�+µ�P@�ý`Ü§·¬�

a��6f©� � � � � � � � � � � � � � ��6� �\®�N
�³89

Y¨±êë��É·½±7 �¡¢ 
�®NEµaThinking SkillsfJnÉ±D-E´�P�c³Í6 äà]3aSix 
Thinking Hatsfz{Ð�DÅD�89¦§�©6 äà]3z{!½±êëºQ°ð
¦§¨+,³�®(]¹���#�µ 6 «»�±÷§ñ§�ä��©½±�®�
�µ�o�@��É±÷§ñ§º�®�!r

·J[³»�²!��É·¬�©

aWhite Hatifacts and information± 
Red Hatifeelings and emotions± 
Yellow Hatipositives and advantages± 
Black Hatiproblems and disadvantages± 
Green Hatipossibilities and � � �  

alternativesa 
Blue Hatiorganising and planning� � � � � � � �  

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �� � � � � � � � �

�

��=� 6äà]3aSix Thinking  
Hatsfz{�
�

� Knitghtsfield�³½±�êë� IEPa7���:;f�éÙ�ÚK"ÝÉ·¬�©
�é½±�êë��GÖ RS]�¹�W�³µ�±�¯º�Ü¹�89�rå�

¶¬·�kV�3RS]�¹�©²§�Å`±êë�89+��¶¬·�¯!E�

]¸S�¨Z�@8É·¬�a��=f© 
 
�>YZ�»�èéêëº_	¹�NBMCµN�^µ�89�1¤�

� Ó�±TUÉ¨>?>�@3�����NBMCµN�^µ½±>YZ��ðÉ¨

��³½µ�±J ��Gcdå�LM�»�èéêë�_	¹�©¾�³½±TU
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É¨��³ý`�Y§·¬�>YZ�»�èéêë¤�899KL�1¤�¶¬·3

�¹�© 
¾¿Great Oaks School   

�Vermont Close, Southampton, SO16 7LTú�
� Great Oaks �½±>YZNB�3�PLM9¾RLM±�Gcd�»� 11�ã18
��êë 134 ôº_	¹�{å��³»�©_	¹�êë�D. 30ã40 ô½±>Y
ZNB�3�PLM�»�êë³»`±²�D. 10 ô½J ��Gcdº»�© 

 Great Oaks �³½±YM�YµD-E´�PaNational Curriculumf�0«°µ
º¢��Ík�´]²^M��Ð±Í�ò�°Ð±Í®�Ð±Í±^MCµNEµÐ

�89��	¬³¬�©Y¨±ÐÑ@��É·±êë�>�¦9>ïäZ��

��r·�`±÷�1�º�Z¢§ 2010 �
�½ÐÑ�6³� Specialist School!É·�>
��·¬�©Y¨±Great Oaks�³½êë
�>�¦9>¶äZ�¨Z�áÊ±�Gå³

�@�³ó�É¨êë�
É±z¢���ø

�äZ�ÅD�óZ·¬�a��Bf© 
a. &'ô) 
Great Oaks��½±±[3@_�µ^Pa�

�If±��>-^µ^Pa��Of±��@� � �

^µa��Sfºô)¦§·¬�©²§¢½±� � ��B� �
¦§¨êë��È 
ðo���,9a�,�Ú&³8¬¢§·¬ 
�©Y¨±±[3@_�µ^P9��>-^µ^P½±êëº2�ìç¦î�¨Z

��<!É·�ß8¦§·�`±êë�År·½ØJ��<�²§¢�|�³�b.

�?·xÉ9-[_]M´�r·¬�©� � � � � � �  

��I� ±[3@_�µ^P� ��O� ��>-^µ^P� � ��S� ��@^µ 
 

b. 89�1¤ 
Great Oaks�³½±���!�á}��G��r!÷��G³E^°^5!µ�²

!��ÈÉ±©¨�>¶º÷�}��¹��¡-�³°�ÅD�É·¬¨a��

10f© 
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Great Oaks�½±ã
î�Å�89{¦!É·¬�©@��År·C�³°µ¬
êë½±�Ù��7�\^N³>´�G�r·¬�©¨WÉ±²�ÅDµs�³»

r·�±�¯½\^N�¬�êë��©^�`a³°�åõ��`±\^N�¬�

©¨���É·89ó½²!�¡�É±¼`�©¨�Å��zÍazfº\^N³

Ó±�É·¬��¡�¯·�`±��¬ºFi&'³�0³¬�²!��¦î�

ÅD�É·¬¨a�� 11f© 
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approach to special educational needs and disability.  
Department for Education. DfE�Children with Special Educational Needs 2010: an 

analysis(http://www.education.gov.uk/rsgateway/DB/STA/t000965/index.shtml)
a2012� 1Ê 15 }f 

©��a2010f� 8 2������× ªª�01Q{.�� 18 � ã�� 21� u 
�%&3Ú½�04%& A%&��3��Í�£��!���µ^M ���¼° 
(5��Å�������ªª�¨Z���(%&Ð.155-191. 

Bercow, John, Department for Children, Schools and Families (DCSF)a2008f: 
Bercow Review of Services for Children and Young People (0-19) with Speech, 
Language and Communication Needs 
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おわりに 

 

 本報告書をまとめるにあたって、多くの関係者の皆様方に感謝申し上げます。 

 特に、昨年度（平成 22 年度）の秋に依頼した質問紙調査においては、多くの学校から回

答を得ることができました。また、質問紙を作成するにあたっては、事前に研究協力校な

どから意見をいただけたことで、より確かな精度の高い質問紙の作成に繋がったと考えま

す。また、８校の特別支援学校には、研究協力機関として、情報の提供及び教育課程に関

する実践に取り組んでいただきました。さらに、研究協力者の皆様には、研究協議会での

助言をいただき、本報告書への寄稿にも協力いただきました。皆様方に、心より感謝申し

上げます。 

最後に、本報告書をご覧いただき、忌憚のないご意見をお寄せいただきたいと思います。

来年度以降の新たな研究の取組に、大いに参考にさせていただきます。 

 

                            （研究代表者 柘植雅義） 
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